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The purpose of this study was to investigate the social self-regulation ability of 
junior high school students in physical education (PE) classes.  
  To conduct this investigation, a basketball game was played by students in two 
classes at one school over 8 one-hour PE sessions (8th-grade 60 students in total). The 
lessons were based on the concept of using the ASKS model. The data were analyzed 
according to the social self-regulation scale. 
  As a result, students’ social self-regulation ability was improved through the lessons. 
   


























































































 本実践は，2019 年 1 月 29 日から 2 月 19 日に
かけて，バスケットボールを全 8時間で実施した。
対象は，東京都 A 中学校の 2 年生男子 60 名であ
り，授業者は教師歴 15 年の男性の保健体育科教
師（以下，授業者とする）であった。また，1 組と
3 組の合同クラス（A クラス 40 名）と，2 組の単
独クラス（B クラス 20 名）で授業を実施した。 
 
3.2 ASKS モデルの設定およびその指導方法 
 梅垣ほか（2016）は，ASKS モデルを適用する
ときの条件として，次の 2 つを挙げている。1 つ
めは，知識の設定である。2 つめは他者との相互
作用の設定である。そこで本研究では，ASKS モ
デルの 2 つの条件を参考に，3 つの手続きを用い
た。以下に，その内容を示す。 















































































































 本研究では，梅垣ほか（2016）の ASKS モデル
に加えて，社会的自己制御能力に焦点を当てた手
立てが 3 点ある。 





























































































































表 3  社会的自己制御尺度の平均値，標準偏差，及び，対応のある t 検定の結果 ＊筆者作成 
単元前 単元後 
t値 p値 




93.36 ±15.34 99.84 ±15.62 -3.582 0.001* 
A クラス 
(n=27) 
95.96 ±10.50 98.81 ±14.58 -1.250 0.222 
B クラス 
(n=18) 




全体 40.20 ±9.95 42.91 ±8.80 -2.358 0.023* 
A クラス 41.74 ±8.48 42.33 ±8.26 -0.432 0.669 




全体 22.82 ±4.57 25.40 ±3.96 -4.610 0.000* 
A クラス 23.30 ±3.41 25.07 ±3.23 -2.545 0.017* 




全体 30.33 ±5.35 31.53 ±5.96 -1.492 0.143 
A クラス 30.93 ±4.43 31.41 ±5.67 -0.446 0.659 
















40.2±9.95 点，単元後は 42.91±8.80 点を示し，
単元後に有意に高い値を示した（t[44]=-2.358, 







前平均点は 22.82±4.57 点，単元後は 25.4±3.96
点で，単元後に有意に高い値を示した（t[44]=-
4.610,p<.001）。A クラスの単元前平均点は 23.3
±3.41 点，単元後は 25.07±3.23 点を示し，単元
後に有意に高い値を示した（t[26]=-2.545,p<.05）。




平均点は 30.33±5.35 点，単元後は 31.53±5.96
点を示したが，有意な差はみられなかった
（t[44]=-1.492, n.s.）。A クラスの単元前平均点は
30.93±4.43 点，単元後は 31.41±5.67 点を示し
たが，有意な差はみられなかった（t[26]=-0.446, 
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